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龍ケ崎市福祉部社会福祉課 

会 議 録（要 旨） 

 記録者：社会福祉推進Ｇ 佐伯 亮則 

決裁 

部長 

 

課長 

 

課長補佐 

 

主査・係長 

 

グループ員 

 

 

件   名 令和３年度第２回龍ケ崎市地域福祉計画推進委員会 

日   時 令和４年１月２６日（水）午後３時００分から午後４時２０分 

場   所 地域福祉会館 大会議室 

主 催 者 委員長 

出 席 者 

【委 員】 

高口央委員長，杉野美左子副委員長，振田美登，武田和芳，山本隆文，宮本はな，

松尾周子，太田建一，小澤利幸，稲川めぐみ，平野憲治，渡部重治，岩野貞子 

【事務局】 

（龍ケ崎市）藤ケ崎課長，木村課長補佐，記録者 

（社会福祉協議会）寺崎課長補佐，小嶋係長 

欠 席 者 佐々木孝誠，小更修 

傍 聴 人 １名 

内   容 

１ 開 会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議 事 

龍ケ崎市第３期地域福祉計画 骨子（案）について 

４ その他 

５ 閉 会 

＜ 議 事 ＞ 

高口委員長  それでは，円滑な議事進行にご協力をお願いいたします。 

まず，本日の会議録の署名人ですが，振田委員と武田委員にお願いしたいと思いま

す。本日の会議録がまとまりましたら，ご確認の上，ご署名をお願いします。 

 それでは，議事に入ります。 

 「龍ケ崎市第３期地域福祉計画 骨子（案）について」です。 

事務局から説明をお願いします。 

事務局 （資料に基づき説明） 

高口委員長 ありがとうございました。 

ただいま事務局から説明がありましたが，本件について，ご質問はございますか。 

松尾委員 全体的に難しくて，よくわかりませんでした。専門用語が多かった。また，今まで

の進行管理の評価がどこに繋がっていくのか，全体の構成が見えてこない。これまで

やってきた項目がどう整理されたのかわからない。具体的な取組をどこにどう入れて

いくのか。今の計画との対応関係についても，それぞれの取組がどこに組み込まれる
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のか，どこにぶら下がるのか，一般の市民が聞いてもわかるように説明していただき

たかったです。 

６月には計画の原稿を見せてもらうのでしょうし，そこには具体的に書いてあるの

でしょうけれども。 

事務局 

（社会福祉課） 

今回は骨子ということで，全体的な方向性をお示ししています。具体的な項目の位

置づけについては，６月の委員会で素案について，諮問という形でお示しし，その後

委員会としての答申をいただくことになりますが，そこでは具体的な取組との対応も

お示しいたします。 

ただし，今般の策定について，本年中の完成を目指しているところですが，現委員

の皆様の任期が５月末までとなっております。そのことについては，別途お話を伺う

時間を設けたいと思います。 

高口委員長 骨子は，事前配布資料の骨子（案）のうち，４ページの「計画の構成」の部分が該

当することになります。 

このような内容を盛り込んだ構成で素案を作っていって良いかの御意見を，委員の

皆さんにいただきたいというのが，今回の議題の趣旨だと思います。ですので，そこ

のところでご意見を頂けたらと思います。 

山本委員 骨子については致し方ないと思います。 

課題整理の２３ページに高齢者の移動支援について挙がっていますが，委員になっ

てからずっと同じことを言っていますけれども，全く進まないんですよね。 

それから，評価が去年の委員会ではＤという評価でしたが，内容は同じなのに今年

はＣという評価に上がっていて，これもよくわからない。 

ユーアンドアイはずっと移動困難者の支援のために移送事業を行ってきましたが，

この事業の赤字が大きくなって，利用者には好評でしたけれども，対象者を施設の利

用者に絞り，規模を縮小することになってしまったんですよね。 

今後，策定委員会などの場で素案をまとめていく際に，この項目が消されることの

ないようにお願いしたい。 

事務局 

（社会福祉課） 

前回の会議で，山本委員から，松戸市などの取組の情報提供がありました。また，

その際にも，他自治体で車検費用等の補助を実施しているところがあることにも触れ

ました。 

そこで，福祉有償運送事業の登録事業者であるＮＰＯのユーアンドアイに，他自治

体で実施している補助があったら再拡大できるか聞いてみたところ，とてもではない

がそれは難しいとの回答をいただきました。 

高齢者の移送と言っても，移動困難者の困りごと支援と考えれば，介助のことがあ

りますし，目的としては通院と買い物があるなど，移送と一括りにせず分けて考える

必要があると思っています。 

移送ではなく買い物支援に視点を変えれば，既に始まっているイトーヨーカドーの

とくし丸がありますし，とくし丸が回っていない地域については，他自治体で進んで

いるカスミの移動販売の話も協議に入ったところです。 
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まだ具体的な取り組みになっていないので，書き方としては同じですが，この間に

何もしていなかったわけではありません。 

山本委員 議会でも以前久米原さんが質問していましたけれど，調査・研究すると言いながら

進展がないですよね。 

他市町村の移送支援のやり方を調査しているのでしょうか。 

例えば，守谷市では，回数の制限はあるけれどもタクシー券を支給しています。ま

た，取手市のように，社協で移動サポートをしているところもある。市内の地域コミ

ュニティでは川原代と城ノ内がやっていて，川原代はＮＰＯ法人がやっている。城ノ

内は協議会の福祉委員会で予算をつけて実施している。そういう支援を他の地域にも

広げて，よそでもやれるような取組を進めてほしいと思います。 

事務局 

（社会福祉課） 

情報提供として，１件ご紹介します。 

行政書士の方が先般来庁され，その方が相談を受けている市民の方が新たな事業を

開始するというお話を伺いました。福祉有償運送ではないけれども，運輸局から自家

用車で移送ができる許可を得て，個人で事業を実施するものだと聞いております。 

福祉有償運送とは異なりますが，関連する情報としてお伝えいたします。 

高口委員長 以上でよろしいでしょうか。 

それでは，「龍ケ崎市第３期地域福祉計画 骨子（案）について」は以上とします。 

＜ 議 事 終 了 ＞ 

  

令和４年１月２６日に行われた会議の内容については，上記のとおり相違ありません。 

 

委  員  長              

 

会議録署名人              

 

会議録署名人              

 

 


